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本 論 文 の 目 的は ， 不 登 校 対 応 の チ ー ム 支 援 が ど の よう な 要 因 に よ っ
て 促 進 さ れ ， チ ー ム 支 援 の 促 進 に よ っ て ど の よ う な 効 果 が あ る の か を
明 ら かに す る こ と で ある 。

文 部 科学 省（ 2020）によ れ ば ，全 国の 小 中 学校 の 不 登 校 生 徒の 出 現
率（ 年 間 30 日 以 上の 欠 席 の う ち「不 登 校 」に分 類 さ れ た 生 徒 ）は と も
に 7 年 連続 の 増 加 で あ った 。不 登校 児 童 生 徒 への 対 応 策 の 1 つ とし て ，
教 員 が関 係 機 関 や 地 域と 連 携 し ，チ ーム と し て課 題 解 決 に 取 り組 む「 チ
ー ム 支援 」が 提 唱 さ れて い る（ 文 部 科学 省 ，2015）。チ ー ム 支援 に 関 す
る 先 行研 究 で は ， 実 践研 究 や SC 活 用 に 関 する 研 究 が 多 く ，そ の 対 象
が 特 別 支 援 教 育 分 野 や 医 療 的 な 支 援 に 関 わ る 研 究 ， 問 題 行 動 全 般 を 対
象 と す る 研 究 が 多 い 。 不 登 校 対 応 に 焦 点 を あ て た チ ー ム 支 援 に 関 す る
研 究 は 少 な い こ と か ら ， 本 論 文 で は 中 学 校 の 不 登 校 対 応 に 焦 点 を あ て
た 。

チ ー ム 支 援 にお い て コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 役 割 が 重 要で あ る と い う 先
行 研 究の 成 果（ 例え ば ，伊 藤，2000，瀬 戸・石 隈 ，2003，文 部 科 学 省 ，
2008）を 踏 ま え ，研 究 1 で は ，コー デ ィ ネ ータ ー の チ ー ム 支援 に 対 す
る 意 識を 明 ら か に す るこ と を 目 的 と した 。そ の 結果 ，「 確 実で 広 幅 な 支
援 」，「 支 援 会 議 の も つ デ メ リ ッ ト 」，「 柔 軟 で 迅 速 な 支 援 」 が 示 さ れ ，
経 験 年数 の 長 い コ ー ディ ネ ー タ ー の 方が「 確 実で 広 幅 な 支 援」を 高 く ，
「 支 援 会 議 の も つ デ メ リ ッ ト 」 を 低 く 意 識 し て い る こ と が 明 ら か と な
っ た 。ま た ，こ の 意 識か ら コ ー デ ィ ネー タ ー を「 支 援 会 議 懸 念群 」，「 チ
ー ム 支援 否 定 群」，「 支援 会 議 期 待 群」，「 チ ー ム支 援 肯 定 群 」の 4 つ に
類 型 化す る こ と が で きた 。 研 究 1 で は ， コ ーデ ィ ネ ー タ ー は不 登 校 対
応 に お け る チ ー ム 支 援 の 効 果 と 課 題 を 意 識 し て い る こ と ， 経 験 年 数 の
短 い コ ー デ ィ ネ ー タ ー よ り 経 験 年 数 の 長 い コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 方 が チ
ー ム 支 援 の 効 果 を 大 き く 意 識 し ， チ ー ム 支 援 の 課 題 を 小 さ く 意 識 し て
い る こと が 示 さ れ た 。



研 究 2 では ， チ ー ム支 援 に お い て 中心 と な って 支 援 す る 学 級担 任 の
チ ー ム 支 援 志 向 に 焦 点 を あ て た 。 学 級 担 任 が 不 登 校 対 応 に お い て チ ー
ム 支 援 を 受 動 的 に 待 つ の で は な く ， 積 極 的 に チ ー ム 支 援 を し て い こ う
と す る 意 識 を チ ー ム 支 援 志 向 と 捉 え ， 学 級 担 任 の チ ー ム 支 援 志 向 に 影
響 を 与え る 要 因 を 明 らか に す る こ と を目 的 と した 。そ の 結 果，「 教 員 の
チ ー ム 支 援 へ の 理 解 」，「 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 機 能 化 」，「 教 員 間 の 良 好
な 人 間 関 係 」，「 支 援 会 議 の 時 間 的 配 慮 」 の ４ つ が 明 ら か と な り ， チ ー
ム 支 援 経 験 の 有 無 に よ っ て 「 教 員 の チ ー ム 支 援 へ の 理 解 」 に 差 が 見 ら
れ た 。研 究 2 で は， 学 級 担 任 の チー ム 支 援 志向 は ， チ ー ム 支援 支 援 へ
の 理 解 や 良 好 な 人 間 関 係 と い っ た 教 員 の 要 因 と ， コ ー デ ィ ネ ー タ ー の
機 能 化 や 支 援 会 議 の 時 間 的 配 慮 と い っ た 学 校 の 要 因 が 影 響 し て い る こ
と ， チ ー ム 支 援 を 経 験 す る こ と で 教 員 の チ ー ム 支 援 へ の 理 解 が 高 く な
る 傾 向が あ る こ と が 示さ れ た 。

研 究 1， 研 究 ２ を 受け て ， 研 究 ３ では 学 級 担任 の 不 登 校 対 応に お け
る 支 援 会 議 参 加 の 期 待 と 効 果 を ど の よ う に 捉 え て い る の か を 明 ら か に
す る こと を 目 的 と し た 。そ の 結果 ，支 援 会 議 の目 的 と し て「 情 報 共 有」，
「 見 立 て 」，「 支 援 方 針 の 決 定 」，「 役 割 分 担 」，「 外 部 連 携 」，「 教 員 の 悩
み の 共 有 」 の ６ つ が 明 ら か と な っ た 。 研 究 ３ で は ， 不 登 校 対 応 の 支 援
会 議 の 必 要 感 と 負 担 感 に つ い て ， 問 題 行 動 対 応 の 支 援 会 議 と の 比 較 に
お い て ， 学 級 担 任 の 必 要 感 は 大 き く 負 担 感 は 小 さ か っ た 。 ま た ， コ ー
デ ィ ネ ー タ ー が 考 え て い る 以 上 に 学 級 担 任 は 不 登 校 対 応 の 支 援 会 議 に
必 要 感を 感 じ て お り ，負 担 感 も 小 さ いこ と が 示さ れ た 。

実 践 研究 で は ， 研 究１ か ら 研 究 3 の 成 果 を 受け て ， 不 登 校対 応 に お
け る チ ー ム 支 援 を 促 進 す る 要 因 を 実 際 の 学 校 現 場 に 導 入 し ， チ ー ム 支
援 が 促 進 さ れ る こ と ， 児 童 生 徒 に ど の よ う な 効 果 が あ る の か を 確 認 す
る こ と を 目 的 と し た 。 そ の 結 果 ， 介 入 群 に お い て 教 員 の チ ー ム 支 援 へ
の 意 識 ， 支 援 会 議 開 催 回 数 及 び 支 援 回 数 と も に 増 加 し ， 不 登 校 生 徒 の
出 席 率 に も 改 善 が 見 ら れ た 。 実 践 研 究 で は ， チ ー ム 支 援 促 進 の 取 組 み
に よ っ て チ ー ム 支 援 が 促 進 さ れ ， 不 登 校 生 徒 の 不 登 校 状 態 改 善 に も 効
果 が ある こ と が 示 唆 され た 。

総 合 考察 と し て 本 論 文に お い て 明 ら かに な っ た点 と し て，「 チ ー ム 支
援 の 促 進 要 因 」，「 チ ー ム 支 援 に 対 す る コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 意 識 」，「 チ
ー ム 支 援 に よ る 効 果 （ 教 員 個 人 へ の 効 果 ， 学 校 へ の 効 果 ， 不 登 校 生 徒
へ の 効果 ）」の 3 つ を 示 した 。 明 ら か に な っ た点 を 受 け て，「 コ ー デ ィ
ネ ー タ ー の 機 能 化 」，「 校 内 体 制 の 整 備 」，「 支 援 会 議 の 開 催 」 に 関 す る
提 案 を行 っ た 。

最 後 に本 論 文 の 限 界 と今 後 の 課 題 に つい て 述 べた 。
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